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謹賀新年　日生研営業部から皆様へご挨拶

学術・安全管理室 室長　大森  崇司

昨年も従前同様に豚熱感染事例が確認されました。本年もその対策に予断を許さない状況が継続
しており、皆様方におかれましては大変な御苦労をされているかと存じます。一方、皆様方の日々
の工夫や努力などの御尽力のお陰で、我々消費者は安心・安全な食品を口にすることが出来てお
り、頭が下がる思いです。弊社は動物用ワクチンを通じ、動物たちの健康を技術と品質で支えて
いくことを使命としております。お客様より頂戴した御意見や御質問をヒントに、動物たちの健康
に加え、生産性向上に貢献できるよう努めて参ります。本年も変わらぬご愛顧のほどお願い申し上
げます。

米澤  世利子　貫井  涼平

当社の学術に所属する米澤と貫井です。二人とも入社して5年目とな
りました。養豚は米澤が、養鶏は貫井が担当しております。米澤は昨
年育児休暇から復帰し、現在は子育て中です。貫井は昨年の9月から
営業も兼務しており、お客様とのコミュニケーションを大切にしていま
す。製品に関するご質問やお問い合わせがございましたら、どうぞ気
軽にお声がけください。皆様との良いご縁を心よりお待ちしております。

営業部 副部長・北海道担当　加園  岳大

今年の干支は辰です。草木が成長し、形が整った状態つまりは成熟を意味するそうです。また、
龍といえば「登竜門」という言葉がありますが、これは、「竜門」という流れが急な川を上った鯉は龍
になる、といわれる伝説から来ている言葉です。まだまだ至らぬところばかりの組織（鯉）ではあり
ますが、鯉が竜門を登り切って龍になったように、皆様のお知恵をお借りしながら課題や困難を乗
り越え、目標に対し成熟（龍）できる様尽力していきたく思います。個人的な話ですが、50歳を前
にして激しい老眼に悩んでおります。豚肉に含まれるビタミンB群は目にとっても良いそうです。

（携帯：090-7837-0192）

取締役　営業部本部長　乙訓  篤司
謹賀新年
旧年中は格別のご厚情を賜り御礼申し上げます。
昨今は、人も家畜も感染症の猛威に晒され、世界的にも混沌とした情勢となる中、企業の業績も
明暗が分かれています。その様な情勢ですが、畜産分野は発想の転換とひらめき、そして行動力で、
まだまだ向上できる業界だと確信しています。弊社も防疫への使命感を強めそして皆様方の一助
となる為に、製品と情報をお届けし、生産性向上に寄与させていただく所存です。また私自身は「よ
ろこび」に結び付ける為にアンテナと行動力を高めて参ります。末尾になりますが、本年が皆様にとっ
て健やかな年になりますよう心よりお祈り申し上げます。 （携帯：090-7832-2807）
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青森・秋田・岩手担当
二見  裕樹

厄年に人生最大の転機(復職・
第一子誕生)を迎え、掲載時に
は無事に厄晴れを迎えている事
と思います。これまで出会った
多くの方に支えられ今日を迎え
られましたこと心より感謝申し
上げます。今後ともご指導ご鞭

撻のほど宜しくお願いいたします。
（携帯: 090-2154-1950）

群馬・埼玉担当
貫井  涼平

昨年10月より群馬・埼玉地区
を担当させていただいている貫
井（ぬくい）と申します。今まで
学術担当として仕事をしてきた
経験を活かして、少しでも皆様
のお役に立てればと思っており
ます。営業担当としては1年目

の新人ですので、引き続きご指導ご鞭撻のほど、よろしく
お願いいたします。 （携帯: 080-2274-6673）

東エリア長・南東北・新潟・
北関東地区・長野担当

関  淳一

左足首を骨折し、手術をしてか
ら約1年が経過いたしました。
今年はいよいよ足首を固定して
いるスクリューとプレートを除去
できるようで、少しでも昔の状
態に近づけられたらと願ってお

ります。今年一年、営業活動の幅を広げられることに期待
しながら全力で頑張りたいと思っております。どうぞよろし
くお願い申し上げます。 （携帯：080-2170-8048）

西エリア長・東海北陸・
北九州地区担当

門馬  望

新千円札の顔である北里柴三郎
は、現代医学の父と呼ばれ予防
薬研究の大家です。予防薬に携
わる者として敬意と共に親しみ
を感じます。動物を飼育されて
いる方々は、生き物の命をその

手に感じながらお仕事をされているので、私自身も食卓では
｢(尊い命を)いただきます。｣という気持ちをさらに強くし、新
しい年を迎えたいと思います。 （携帯：090-7834-8968）

千葉・神奈川・山梨担当
大友  茂

新型コロナウイルスが猛威をふ
るい始めた、2020年以来4年
ぶりに同地区を担当させていた
だきます。今回は諸事情により
内勤業務との兼務になります。
そのため、皆様にお目にかかる
事も前回より少ないかと存じま

すが、出来る限りの事を精一杯がんばるつもりです。本年
もよろしくお願いいたします。 （携帯: 090-5755-9859）

近畿中四国地区担当
洲澤  佑輝

昨年から約6年間担当させて頂
いた北関東地域を離れ、中四
国・近畿を担当させて頂く事と
なりました。北関東の皆さまに
は新人の頃から大変お世話にな
りありがとうございました。中
四国・近畿の皆様、若輩者で

は御座いますが何卒よろしくお願い申し上げます。
（携帯: 090-7831-8463）

宮崎･大分担当
永木  宏明

新年あけましておめでとうござ
います。
昨年は大変お世話になりました。
今年はご期待に応えるべくさら
に精進してまいります。今年も
引き続き変わらぬご指導ご鞭撻
のほど宜しくお願い致します。

今年の目標は5キロのダイエットです。
（携帯: 090-7833-2679）

鹿児島･沖縄担当
石川  秀倫

新たな担当地区で、今までに直
接には接することのなかった伝
統文化や環境がある、温暖な
気候で豊かなところです。これ
らに触れて理解することで、新
たな担当地区に溶け込めるよう
な気がします。これからお世話

になりますが、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げ
ます。 （携帯: 090-7266-2992）
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